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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

４
月
３
日
（
月
）
～
５
月
１
日

（
月
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時
１５
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

税
務
課
、
各
支
所

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

（
注
１
）
非
課
税
や
免
税
点
未

満
の
固
定
資
産
（
土
地
、
家

屋
）
だ
け
の
所
有
者
は
含
み

ま
せ
ん
。

●

固
定
資
産
課
税
台
帳

　４
月
３
日
（
月
）
か
ら
納
税
義

務
者
（
注
２
）
や
借
地
・
借
家

人
な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

税
務
課

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
納
税
通
知
書
や
運
転

免
許
証
な
ど
）

借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
賃

貸
借
契
約
書
の
写
し
な
ど
の

権
利
関
係
が
確
認
で
き
る
も

の
も
必
要
。

　代
理
人
が
縦
覧
も
し
く
は

閲
覧
を
す
る
場
合
は
、
本
人

の
委
任
状
が
必
要
。

（
注
２
）
納
税
義
務
者
と
は
、

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
）
の
所
有
者
で
す
。

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
に

公
務
扶
助
料
等
を
受
け
取
る
人

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
所
定
の
先

順
位
の
遺
族
１
人
に
対
し
、
特

別
弔
慰
金
（
額
面
２５
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
の
人

は
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
３０
年
４
月
２
日
ま
で

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
６
８

●

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　基
準
日
（
１
月
１
日
）
時
点
で

の
土
地
や
家
屋
の
所
有
者
（
注

１
）
は
、
固
定
資
産
税
の
対
象

に
な
る
資
産
お
よ
び
市
内
の
類

似
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
支
所
で
も
支
所
管
内

の
縦
覧
が
で
き
ま
す
が
、
評
価

額
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本

庁
税
務
課
で
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
２８
年
中
に
新
・
増
築

し
た
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て

も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
お
よ
び
第
７
項
の
規
定
に

基
づ
き
定
期
監
査
等
を
実
施
し

た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定

に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２９
年
２
月
２４
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　大
賀

　正
三

　平
成
２９
年
１
月
１３
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　２
月
２０
日

政
策
部
、
市
民
部
、
健
康
福

祉
部
、
経
済
部
、
建
設
部
、

上
下
水
道
部
、
会
計
課
、
教

育
部
、
監
査
委
員
事
務
局
、

財
政
援
助
団
体
＝
（
公
社
）
観

音
寺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
＝
（
株
）
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、（
株
）
四
国
ダ
イ

ケ
ン

　財
務
等
に
関
す
る
事
務
の
執

行
が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政

監
査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し

ま
し
た
。

　予
算
の
執
行
お
よ
び
事
務
処

理
は
、
関
係
法
令
等
に
準
拠
し

て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
法
令
等

を
遵
守
し
、
厳
正
か
つ
適
切
な

事
務
の
執
行
に
留
意
す
る
よ
う

に
、
監
査
の
結
果
に
よ
る
意
見

を
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部

に
お
い
て
改
善
、
検
討
を
要
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
速
や
か

に
所
要
の
措
置
を
検
討
、
実
施

す
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

　国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
所
得
な
ど
を
基
に
計
算
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
な

い
人
（
被
扶
養
者
は
除
く
）
も
、

収
入
な
し
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
た
め
所
得

状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
に
な

る
世
帯
で
も
、
減
額
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
所
得
は
除
く
）
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
収
入

の
な
い
人
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　特
殊
構
造
車
・
公
益
法
人
・

被
災
者
・
生
活
扶
助
受
給
者
等

も
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
２４
日
（
水
）
ま
で

○

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○

生
活
扶
助
で
減
免
さ
れ
る
車

は
一
人
一
台
で
す
。

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

定
期
監
査
等
の
結
果

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

平
成
２９
年
度
軽
自
動
車
税
減
免

申
請（
障
が
い
者
減
免
以
外
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
１０
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

注

監
査
期
間

監
査
の
留
意
点

監
査
の
結
果

監
査
対
象

持持

　平成２８年１１月１日に、旧紀伊小学校校舎を活用した体験型資料館

「ふるさと学芸館」が一部オープンしました。当館には、移り変わる

日々の生活の中で、そのままでは失われてしまうであろう昔の道具

（農具や民具等）を保存、展示しています。それらを活用し、さまざ

まな体験を通して先人の生きる力や知恵、工夫等を学び、さらには後世に伝えることを

目指した活動をしていきます。今後、このコーナーでも紹介をしていきます。

　この道具は？「水
すい

車
しゃ

ですね」「いえいえ、水
みず

車
ぐるま

です」

　これは、田へ水を引くための農具、足踏みの「水
みず

車
ぐるま

」

です。水
すい

車
しゃ

のようですが、川の流れを利用して、水の力

で回る水
すい

車
しゃ

と違い、羽根車の端を階段を登るように足を

踏みおろし、連続的に水
みず

車
ぐるま

を回転させ、水をくみ上げる

揚
よう

水
すい

機
き

（ポンプ）なのです。水が少なかった本地域の農

耕には不可欠なものであり、工事等にも活用されたよう

です。当館で、水
みず

車
ぐるま

体験もできます。（予約要）ぜひ、ご

来館ください。

問い合わせ先　ふるさと学芸館　☎０８０－２９７４－４５３１▲水
みず

車
くるま

ふるさと学芸館です

　全
国
規
模
の
大
会
等
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
皆

さ
ん
に
、
市
長
か
ら
表
彰
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　（
敬
称
略
・
順
不
同
・

　
　
　平
成
２９
年
３
月
現
在
）

　山
本
更
紗
（
観
音
寺
小
学
校
）、

中
川
裕
貴
（
一
ノ
谷
小
学
校
）、

安
藤
直
斗
（
三
豊
中
学
校
）、
山

地
里
奈
（
観
音
寺
第
一
高
等
学

校
）、
吉
田
賢
明
（
観
音
寺
中
央

高
等
学
校
）、
荻
田
比
呂
（
香
川

高
等
専
門
学
校
）、
北
野
佑
汰

（
笠
田
高
等
学
校
）、
三
豊
工
業

高
等
学
校
メ
カ
ト
ロ
部

　大
西

聖
也
・
川
口
直
城
・
横
山
颯
・

篠
原
有
哉
・
大
西
一
輝
・
福
岡

龍
紀
・
チ
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

（
大
西
聖
也
、
川
口
直
城
、
横

山
颯
、
宮
武
涼
、
大
西
一
輝
）

表
彰
状
を

　贈
呈
し
ま
し
た
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
米
国
ア
ッ
プ
ル

ト
ン
市
と
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
と
し
も
受
け
入
れ
家
庭

と
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　
　受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

７
月
１４
日
（
金
）
～
２７
日
（
木
）

予
定
（
１
週
間
の
受
け
入
れ

も
可
）

５
月
３１
日
（
水
）
ま
で

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市

　ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

７
月
２７
日
（
木
）
～

　
　
　８
月
９
日
（
水
）
予
定

市
内
の
中
学
校
や
高
等
学
校

に
通
う
学
生
、
大
学
生
、
一
般

１０
人
程
度

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
し
、

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
か
ら
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
者

を
優
先
し
ま
す
。

２５
万
円
程
度

５
月
１５
日
（
月
）
ま
で

　秘
書
課
☎
２３

−

３
９
１
５

す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
年
金
額
に
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−
１
６
６
２

　「
観
音
寺
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
観

音
寺
産
の
農
林
水
産
物
や
そ
れ

ら
を
素
材
と
し
た
加
工
品
で
、

全
国
に
誇
れ
る
観
音
寺
ら
し
い

産
品
を
市
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
認
証
し
、
市
の
農
林
水
産

業
の
振
興
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
自
慢
の
産
品
を
募
集

し
ま
す
。

４
月
３
日
（
月
）
～
２８
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
法
人
な
ど

　観
音
寺
ブ
ラ
ン
ド
認
証
委

員
会
が
行
い
ま
す
。

制
度
の
詳
細
や
申
請
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

太
陽
電
池
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
５
万
円
（
上
限
２
キ
ロ
ワ

ッ
ト
１０
万
円
ま
で
）

自
ら
居
住
ま
た
は
居
住
し
よ

う
と
す
る
市
内
の
住
宅
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
人

４
月
３
日
（
月
）
か
ら

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　市
民
課
☎
２３

−

３
９
２
４

　２０
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
承
認

期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
で
す
。

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学

校
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
教
育

施
設
に
在
学
し
て
い
て
、
学

生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
人

住
民
票
が
あ
る
市
の
国
民
年

金
窓
口
で
、
学
生
証
、
年
金

手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
度
承
認
を
受
け
て
い
る

人
は
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年

金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

前
年
度
と
変
動
が
な
い
場
合
、

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
す
る
と
申
請

が
で
き
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間
は

　年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事
故

や
病
気
に
よ
る
障
害
や
死
亡
等

の
「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す

る
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
安
心
で
す
。

　た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
に

つ
い
て
は
受
給
資
格
期
間
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の

計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

承
認
期
間
の
保
険
料

　１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納

（
後
払
い
）
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納

４
月
３
日
（
月
）
～
１０
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

中
堅
所
得
者
向
け
住
宅
の
入

居
者
も
併
せ
て
募
集

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
５

　教
育
委
員
会
な
ど
が
実
施
す

る
文
化
芸
術
に
関
連
す
る
各
行

事
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

音
楽
会
や
展
覧
会
、
講
演
会

な
ど
の
会
場
受
付
、
展
示
物

の
監
視
、
記
録
写
真
の
撮
影

な
ど　

　
　平
成
３０
年
３
月
３１
日

ま
で
（
１
年
間
の
登
録
制
）

　
　無
報
酬

２５
人
程
度
（
１８
歳
以
上
）

５
月
１９
日
（
金
）
ま
で

文
化
振
興
課
（
市
役
所
２
階
）

や
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、
左

記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
振
興
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
、

今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
２
３
０

円
高
く
な
り
ま
し
た
。

①
保
険
料
は
前
納
が
お
得
で
す

②
口
座
振
替
の
注
意
点

・
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
６

カ
月
前
納
（
５
月
１
日
引
き

落
と
し
）
の
申
し
込
み
は
２

月
末
日
ま
で

・
６
カ
月
前
納
（
１０
月
３１
日
引

き
落
と
し
）
の
申
し
込
み
は

８
月
末
ま
で

・
翌
月
振
替
に
す
る
と
保
険
料

の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
当
月
末
振
替
は
、
一
部
納
付

　（
免
除
）
制
度
を
利
用
す
る
人

は
対
象
外
で
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w

.n
en

kin
.go.jp/

　高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴

券
を
４
月
３
日
か
ら
交
付
し
ま

す
。
交
付
枚
数
は
月
割
り
の
た

め
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。共

楽
湯
、
萩
の
湯

年
間
４８
枚
（
月
４
枚
が
限
度
）

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
人

入
浴
券
１
枚
に
つ
き
１
０
０

円
を
市
が
助
成
（
残
金
は
自

己
負
担
）

印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
保
険
証
な
ど
）

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所

本
人
以
外
は
使
用
不
可

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　災
害
に
備
え
て
、
早
め
の
避

難
を
お
願
い
し
ま
す
。

危
機
管
理
課

　
　
　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

　検
定
有
効
期
間
（
８
年
）
が

満
了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

り
換
え
作
業
を
市
指
定
の
工
事

事
業
者
が
行
い
ま
す
。
作
業
中

（
約
２０
分
間
）
は
水
道
が
使
え

ま
せ
ん
。

　対
象
者
に
は
、
該
当
す
る
月

初
め
に
お
知
ら
せ
の
は
が
き
を

郵
送
し
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
～
１２
月
（
随
時
実
施
）

無
料

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

５
２
１
１

平
成
２９
年
度

　国
民
年
金
保
険
料
額

避
難
準
備
情
報
等
の
名
称
を

　
　
　
　
　
　変
更
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
を

　
　
　
　
　交
付
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　シ
ス
テ
ム
補
助
金

国
民
年
金
保
険
料

　学
生
納
付
特
例
制
度

観
音
寺
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　認
証
品
の
募
集

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
と
の

　
　
　
　
　交
流
事
業

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者 グリーンアスパラガス３本、春キャベツ３枚、

いりゴマ小さじ１、しょうゆ小さじ１

❶グリーンアスパラガスは食べやすい大きさ、春キャ

ベツは千切りにする。

❷鍋にたっぷりの湯を沸かし、春キャベツ、グリーン

アスパラガスの順に入れてゆでる。

❸歯ごたえが残る程度にゆでたら、ザルに打ち上げ流水

で冷やした後、水分を切ってゴマしょうゆであえる。

食育コーナー

　グリーンアスパラガスには、体内の糖代謝やタンパク質

の合成に欠かせない、アスパラギン酸が多く含まれていま

す。またルチンも豊富で、毛細血管の抵抗性を高める働き

があり、血管がもろくなるのを防いだり、高血圧を予防し

たりする効果があります。

　「グリーンアスパラガスと春キャベツのゴマしょうゆあ

え」は簡単にできるあえ物で、忙しい朝のメニューとして、

ごはんやパン、お弁当にも使える春野菜のおかずです。　

春野菜「グリーンアスパラガス」を使って

学校給食課　☎５７－６６６０

作り方

〈３人分〉材　料

グリーンアスパラガスと春キャベツの
ゴマしょうゆあえ

★麦ごはん　★牛乳　★豚肉のみそだれ焼き
★グリーンアスパラガスと春キャベツのゴマ
しょうゆあえ　★五目豆　★オレンジ

〈献立〉豊浜中学校

料

料持注 入
浴
券
利
用
可
能
施
設

避
難
指
示

避
難
勧
告

避
難
準
備

情
報

　
　

変
更
前

避
難
指
示
（
緊
急
）

避
難
勧
告

避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始

変
更
後

○保険料は表のとおり前納すると、割引されます。
○今年度から納付書・クレジットカードでも２年前納する

ことができます。

納付方法 １カ月 ６カ月分 １年分 ２年分

毎月
納付

納付書
１６，４９０

（翌月振替）
９８，９４０ １９７，８８０ ３９３，９６０ クレジットカード

口座振替

前納

納付書
９８，１４０ １９４，３７０ ３７９，５６０ 

クレジットカード

口座振替 １６，４４０
（当月末振替）

９７，８２０ １９３，７３０ ３７８，３２０ 

補
助
金
額

募
集
期
間

活
動
期
間

活
動
費

審
査

料

注

注

募
　集
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

５
月
１４
日
（
日
）

京
都
市
嵐
山
周
辺

５
月
２
日
（
火
）
の
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
は
、
市
役
所

２
階
２
０
１
会
議
室

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ホ
ッ

と
メ
ー
ル
、
文
字
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

魅
力
あ
る
地
元
企
業

　
　
　
　
　６２
社
が
大
集
結
！！

　観
音
寺
市
内
お
よ
び
三
豊
市

内
の
企
業
と
就
労
希
望
者
を
結

び
つ
け
、
新
た
な
労
働
力
の
開

拓
や
人
材
確
保
、
定
住
に
つ
な

げ
る
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
観
音

寺
に
よ
る
就
職
相
談
や
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

５
月
１３
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
（
観

音
寺
市
民
会
館
）
多
目
的
ホ

ー
ル

正
社
員
希
望
者
（
大
学
、
高

等
学
校
等
卒
業
予
定
者
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
中
途
採
用
希

望
者
な
ど
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
３
３

４
月
２３
日
（
日
）

午
前
７
時
３０
分
受
付

財
田
川
河
川
敷
一
ノ
谷
コ
ー
ト

１
チ
ー
ム
２
人
（
監
督
含
む
）

男
女
共
に
年
齢
不
問

１
人
７
０
０
円
（
参
加
賞
、

弁
当
、
お
茶
、
保
険
料
含
む
）

４
月
７
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
は
、
楽
し
く
、

長
い
道
の
り
を
ゆ
っ
た
り
走
っ

た
り
歩
い
た
り
す
る
も
の
で
、

心
は
ま
さ
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
♪

４
月
２９
日
（
祝
・
土
）

午
前
８
時
３０
分
受
付

梨
の
郷
周
辺
に
設
定
し
た
約

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く

（
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ

ー
ス
も
あ
り
）

ゴ
ー
ル
後
に
軽
食
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も
１

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

４
月
２１
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

市民スポーツ課　☎２３－３９４１

月日 ス　ポ　－　ツ　行　事

４

２（日） 第１２回一道会ジュニア選手権大会
１０：００～／市立総合体育館

９（日）

香川県バウンドテニス協会第１８回理事長杯
９：００～／市立総合体育館
全日本実業団ソフトテニス選手権大会香川県予選会
９：００～／総合運動公園

９（日）
１６（日）
２３（日）

第１４回連盟杯争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

１０（月） 第５６回市老連ゲートボール大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

１６（日） 第１２回観音寺市バドミントン選手権大会
９：００～／市立総合体育館

２２（土） 観音寺市陸上競技選手権大会
９：００～／総合運動公園

２３（日）

第２１回ラブラブカップ（硬式テニスミックス戦）
９：００～／総合運動公園
第５回香川県バウンドテニスさぬきうどん杯
９：００～／市立総合体育館
第６６回県下柔道大会
９：３０～／観音寺総合高等学校武道場

５

３（祝・水） 第４８回香川県選手権大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

４（祝・木） 
５（祝・金）

第２１回ちょうさ杯（サッカー）
９：００～／総合運動公園ほか

３（祝・水）
４（祝・木）
５（祝・金）
６（土）

第４６回西日本中央連携軸高校サッカー
フェスティバル
９：００～／総合運動公園ほか

６（土） 全国小学生ソフトテニス選手権大会香川県予選会
８：００～／総合運動公園

７（日）

第６２回市ペタンク交流大会兼審判講習会
８：００～／財田川河川敷一ノ谷コート
第９６回市内卓球リーグ戦
９：００～／市立総合体育館
第３２回暁星杯高校ソフトテニス大会
９：００～／総合運動公園

７（日）
１４（日）
２１（日）

平成２９年度体協旗争奪春季軟式野球大会
９：００～／総合運動公園

９（火） 第５３回香川県ゲートボールカーニバル大会
８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

参
加
者
募
集
　健
康
づ
く
り

　
　第
１６
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

観
音
寺
市
・
三
豊
市

合
同
就
職
説
明
会
開
催

参
加
者
募
集
　健
康
づ
く
り

　
　
　
　バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
　マ
ラ
ニ
ッ
ク

料 料

注

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

春の全国交通安全運動
４月６日（木）～１５日（土）

４月１０日は「交通事故死ゼロを目指す日」

●子どもと高齢者の交通事故防止

　～事故に遭わない、起こさない～

●後部座席を含めた全ての座席のシートベ

ルトとチャイルドシートの正しい着用の

徹底

●飲酒運転の根絶

●交差点付近では、必ず徐行し安全確認を

徹底

●自転車の安全利用の推進

問い合わせ先

　地域支援課　☎２３－３９４９

（　）内は昨年

市内の交通事故１／１～２／２８

発生件数 ５２件（６０件）

死 者 数 　０人（　２人）

負傷者数 ５６人（７１人）
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